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梅雨の晴れ間に咲く紫陽花

　うっとしい梅雨も、色鮮や
かに咲き誇った紫陽花が、和
ませてくれます。
　ふれあいの里公園の日本庭
園に咲いた紫陽花や菖蒲を見
ようと梅雨の晴れ間には、多
くの人々が訪れました。

人権啓発シリーズ⑯

みんなで築こう　人権の世紀
　～考えよう　相手の気持ち

育てよう　思いやりの心～
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人ＫＥＮあゆみちゃん人ＫＥＮあゆみちゃん
人権イメージキャラクター人権イメージキャラクター

人ＫＥＮまもるくん人ＫＥＮまもるくん
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